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厚み 8 nm のLSGターゲット、超高強度レーザー(3.1×1021 W/cm2) 
プラズマミラーなしでイオン加速が実現

実験におけるプロトンの分布関数

世界最強・最薄のLarge-area Suspended Graphene (LSG) ターゲットおよび世界最高クラスの 
照射強度を誇るJ-KAREN-Pレーザー[1]を用いた、プラズマミラーを用いないイオン加速実験を実施。研究方法

考察

実験結果

高エネルギー側にピーク

グラフェンは層間の熱伝導率が層内に比べて低いため 
プレパルスの熱が後方の層まで伝わらず、ターゲットが破壊されずに存続した。

PICシミュレーションの様子
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